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(57)【要約】
【課題】本発明は、工具用バッテリを電動工具以外の電
気機器の電源として使用できるようにして工具用バッテ
リの利用価値を高めるとともに、電気機器の支持機構が
大掛かりにならないようにすることである。
【解決手段】本発明に係る電機機器システムは、電動工
具の電源として使用される工具用バッテリ３０と、工具
用バッテリ３０に対して電気的、機械的に連結、あるい
は連結解除可能に構成されたバッテリ連結部２７を備え
る電気機器２０とを有し、電気機器２０のバッテリ連結
部２７に対して工具用バッテリ３０が電気的、機械的に
連結された状態で、工具用バッテリ３０は電気機器２０
の下側で露出し、その電気機器２０を設置面上で台状に
支えられるように構成されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
電動工具の電源として使用される工具用バッテリと、
　前記工具用バッテリに対して電気的、機械的に連結、あるいは連結解除可能に構成され
たバッテリ連結部を備える前記電動工具以外の電気機器とを有し、
　前記電気機器のバッテリ連結部に対して前記工具用バッテリが電気的、機械的に連結さ
れた状態で、前記工具用バッテリは前記電気機器の下側で露出し、その電気機器を設置面
上で台状に支えられるように構成されていることを特徴とする電気機器システム。
【請求項２】
請求項１に記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器と前記工具用バッテリとが連結された状態で、全体の重心は前記工具用バ
ッテリの位置にあることを特徴とする電気機器システム。
【請求項３】
請求項１又は請求項２のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器の重量が前記工具用バッテリの重量よりも小さいことを特徴とする電気機
器システム。
【請求項４】
請求項１から請求項３のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器の本体部は、その電気機器のバッテリ連結部に対して下方に突出する下側
突出部を備えており、
　前記電気機器が前記工具用バッテリと連結された状態で、その電気機器の下側突出部が
工具用バッテリの上面よりも低い位置にあることを特徴とする電気機器システム。
【請求項５】
請求項１から請求項４のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器と前記工具用バッテリとが連結された状態で、全体の高さ寸法は前記工具
用バッテリの高さ寸法の二倍以下であることを特徴とする電気機器システム。
【請求項６】
請求項１から請求項５のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器のバッテリ連結部は、その電気機器の下端位置に設けられており、
　前記電気機器のバッテリ連結部が前記工具用バッテリの上面に沿ってスライドすること
で、そのバッテリ連結部が前記工具用バッテリの上面側に連結される構成であり、前記工
具用バッテリの下面が前記設置面に接するように構成されていることを特徴とする電気機
器システム。
【請求項７】
請求項１から請求項６のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　一台の電気機器に対して複数の前記工具用バッテリが連結可能なように構成されている
ことを特徴とする電気機器システム。
【請求項８】
請求項１から請求項７のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器の周縁が緩衝材に覆われていることを特徴とする電気機器システム。
【請求項９】
請求項１から請求項８のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器は、画像表示機器であることを特徴とする電気機器システム。
【請求項１０】
請求項１から請求項９のいずれかに記載された電気機器システムであって、
　前記電気機器は、記憶媒体の読取装置と、前記記憶媒体を挿入、あるいは引き抜き可能
な着脱口とを備えており、
　前記着脱口は、前記電気機器と前記工具用バッテリとが連結された状態で、その工具用
バッテリによって覆われることを特徴とする電気機器システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動工具以外の電気機器と、電動工具の電源として使用される工具用バッテ
リとを備える電気機器システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、交流電源と直流電源（バッテリ電源）のいずれの電源でも使用できる
耐衝撃性のオーディオ装置が開示されている。このオーディオ装置は角形のハウジングを
備えており、このハウジングの内部にオーディオ本体、電源装置、及びバッテリ等、全て
が収納されるように構成されている。また、ハウジングは、前後、左右及び上下から角枠
状に組まれたロッドによって囲まれており、外部からの衝撃を前記ロッドで受けられるよ
うに構成されている。さらに、角枠状に組まれたロッドの働きでオーディオ装置を設置面
上に安定した状態で設置できるようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００７－５１１９３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記したオーディオ装置では、ハウジングの内部にオーディオ本体、電源装置
、及びバッテリ等の全てが収納される構成のため、大型のハウジングが必要とされる。さ
らに、前記ハウジングの周囲が角枠状に組まれたロッドによって囲まれる構成である。こ
のため、オーディオ装置が大型化する。
【０００５】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであり、本発明が解決しようとす
る課題は、耐衝撃性が高い工具用バッテリを電動工具以外の電気機器の電源として使用で
きるようにして、工具用バッテリの利用価値を高めること。さらにその工具用バッテリを
台にして前記電気機器を支えられるようにすることで、その電気機器の支持機構が大掛か
りにならないようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記した課題は、各請求項の発明によって解決される。
　請求項１の発明は、電動工具の電源として使用される工具用バッテリと、前記工具用バ
ッテリに対して電気的、機械的に連結、あるいは連結解除可能に構成されたバッテリ連結
部を備える前記電動工具以外の電気機器とを有し、前記電気機器のバッテリ連結部に対し
て前記工具用バッテリが電気的、機械的に連結された状態で、前記工具用バッテリは前記
電気機器の下側で露出し、その電気機器を設置面上で台状に支えられるように構成されて
いることを特徴とする。
【０００７】
　本発明によると、電動工具以外の電気機器にはバッテリ連結部が設けられているため、
そのバッテリ連結部を利用して工具用バッテリを前記電気機器に連結できるようになる。
即ち、工具用バッテリを電動工具以外の電気機器の電源として使用できるようになる。
　また、電気機器と工具用バッテリとが連結された状態で、その工具用バッテリが前記電
気機器の下側で露出し、その電気機器を支えるようになる。即ち、工具用バッテリが前記
電気機器の支持台となるため、前記電気機器の支持機構が大掛かりにならない。
【０００８】
　請求項２の発明によると、電気機器と工具用バッテリとが連結された状態で、全体の重
心は前記工具用バッテリの位置にあることを特徴とする。
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　請求項３の発明によると、電気機器の重量が工具用バッテリの重量よりも小さいことを
特徴とする。
　このため、工具用バッテリにより電気機器を安定した状態で支持できるようになる。
【０００９】
　請求項４の発明によると、電気機器の本体部は、その電気機器のバッテリ連結部に対し
て下方に突出する下側突出部を備えており、前記電気機器が前記工具用バッテリと連結さ
れた状態で、その電気機器の下側突出部が工具用バッテリの上面よりも低い位置にあるこ
とを特徴とする。
　このため、電気機器と工具用バッテリとが連結された状態における全体の高さ寸法を下
側突出部の寸法分だけ低くすることが可能になる。
　請求項５の発明によると、電気機器と工具用バッテリとが連結された状態で、全体の高
さ寸法は前記工具用バッテリの高さ寸法の二倍以下であることを特徴とする。
【００１０】
　請求項６の発明によると、電気機器のバッテリ連結部は、その電気機器の下端位置に設
けられており、前記電気機器のバッテリ連結部が工具用バッテリの上面に沿ってスライド
することで、そのバッテリ連結部が前記工具用バッテリの上面側に連結される構成であり
、前記工具用バッテリの下面は前記設置面に接するように構成されていることを特徴とす
る。
　請求項７の発明によると、一台の電気機器に対して複数の前記工具用バッテリが連結可
能なように構成されていることを特徴とする。
【００１１】
　請求項８の発明によると、電気機器の周縁が緩衝材に覆われていることを特徴とする。
　このため、電気機器の耐衝撃性が向上する。
　請求項９の発明によると、電気機器は、画像表示機器であることを特徴とする。
【００１２】
　請求項１０の発明によると、電気機器は、記憶媒体の読取装置と、前記記憶媒体を挿入
、あるいは引き抜き可能な着脱口とを備えており、前記着脱口は、前記電気機器と前記工
具用バッテリとが連結された状態で、その工具用バッテリによって覆われることを特徴と
する。
　このため、電気機器の着脱口の内側にゴミや埃が入り難くなる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によると、工具用バッテリを電動工具以外の電気機器の電源として使用できるた
め工具用バッテリの利用価値が高くなる。また、工具用バッテリを台にして電気機器を支
えられるため、電気機器の支持機構が大掛かりにならない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態１に係る電気機器システム（フォトフレームシステム）の全体
斜視図である。
【図２】本発明の実施形態１に係るフォトフレームシステムの分解斜視図である。
【図３】フォトフレームの台座ベースに設けられた端子部の斜視図（Ａ図）、及び工具バ
ッテリの斜視図（Ｂ図）である。
【図４】フォトフレームの台座ベースと工具バッテリとの嵌合状態を表す縦断面部（図１
のIVA-IVA矢視断面図）（Ａ図）、前記台座ベースの端子部と工具バッテリの端子部との
連結状態を表す縦断面図（図１のIVB-IVB矢視断面図）（Ｂ図）である。
【図５】前記工具用バッテリを電動工具に連結した状態を表す側面図である。
【図６】変更例に係る電気機器（テレビ）を使用した電気機器システムの斜視図である。
【図７】変更例に係る電気機器（テレビ）を使用した電気機器システムの斜視図である。
【図８】変更例に係る電気機器（ＤＶＤ／ブルーレイプレーヤ）を使用した電気機器シス
テムの斜視図である。
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【図９】変更例に係る電気機器（虫よけ器）を使用した電気機器システムの斜視図である
。
【図１０】変更例に係る電気機器（保温器）を使用した電気機器システムの斜視図である
。
【図１１】変更例に係る電気機器（鉛筆削り器）を使用した電気機器システムの斜視図で
ある。
【図１２】変更例に係る電気機器（音楽再生器）を使用した電気機器システムの斜視図で
ある。
【図１３】本実施形態に係る電気機器システムを全てテーブル上に配置した状態を表す側
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
［実施形態１］
　以下、図１から図１２に基づいて本発明の実施形態１に係る電気機器ユニットについて
説明する。本実施形態に係る電気機器ユニットは、電動工具以外の電気機器と、前記電動
工具の電源として使用される工具用バッテリとからなるユニットである。ここで、図１～
図４には、電動工具以外の電気機器としてフォトフレームを例示しており、図６～図１２
には、前記電気機器としてフォトフレーム以外の例（変更例）を表している。
　なお、図中に記載された前後左右及び上下は、電気機器（フォトフレーム等）の前後左
右及び上下に対応している。
　フォトフレームユニット１０は、図１、図２に示すように、フォトフレーム２０と工具
用バッテリ３０とから構成されている。
【００１６】
＜フォトフレーム２０について＞
　フォトフレーム２０は、例えば、ＳＤカード２１等の記憶媒体に記録された写真等のデ
ータを読み込んでそのデータ化された写真をモニタに表示する装置であり、図１、図２に
示すように、薄い角形のモニタ部２２と、そのモニタ部２２を支える台座部２４とから構
成されている。
　モニタ部２２は、モニタハウジング２２ｈと、そのモニタハウジング２２ｈの中央に装
着された角形の画像表示部２２ｅとからなり、そのモニタハウジング２２ｈの表面に電源
スイッチ、操作パネル等（図示省略）が設けられている。さらに、モニタハウジング２２
ｈの周縁は、図１、図２に示すように、緩衝材２３によって覆われている。緩衝材２３は
、外部からモニタ部に加わる衝撃を緩和する部材であり、シェル状に硬く構成されてモニ
タ部２２の周縁を装飾する表皮部２３ｓと、その表皮部２３ｓに充填された弾性部材（図
示省略）とから構成されている。
【００１７】
　フォトフレーム２０の台座部２４は、台座ベース２７と、その台座ベース２７上で水平
回動可能な状態で立設された支柱部２６とからなり、その支柱部２６によってモニタ部２
２が裏側から上下回動可能な状態で支持されている。これにより、モニタ部２２は台座ベ
ース２７に対して水平回動、及び上下回動が可能になる。
　台座部２４の台座ベース２７は、工具用バッテリ３０が連結される部分であり、下側と
前側とが開放された略角形のキャップ状に形成されている。そして、台座ベース２７の左
右下端部の位置に、図２、図４（Ａ）に示すように、工具用バッテリ３０のスライド方向
（前後方向）に延びるレール状の突条部２８が台座ベース２７の内壁面から幅方向内側に
突出するように形成されている。これにより、左右の突条部２８の上側には、図４（Ａ）
等に示すように、それらの突条部２８に沿って前後方向に延びる角溝２８ｍが形成される
。前記角溝２８ｍには、後記するように、工具用バッテリ３０のスライドレール３６の横
方向突条部３６ｔが嵌合される。
【００１８】
　台座ベース２７の裏側中央位置には、図３（Ａ）に示すように、フォトフレーム２０の
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端子部２９が設けられている。端子部２９は、フォトフレーム２０の電気回路（図示省略
）のプラス端子２９ｐ、マイナス端子２９ｎを台座ベース２７の下端面２７ｆの所定位置
に固定するため部材である。端子部２９は、台座ベース２７の下端面２７ｆに固定される
平板部２９ｂを備えており、その平板部２９ｂの下面にプラス端子２９ｐ、マイナス端子
２９ｎが露出した状態で固定されている。前記プラス端子２９ｐ、マイナス端子２９ｎは
、平板部２９ｂの左右端の位置で工具用バッテリ３０のスライド方向に延びるように帯板
状に形成されており、前記平板部２９ｂの下面に対してほぼ直角に立設されている。
　また、前記台座ベース２７には、ＳＤカード２１等の記憶媒体の読取装置（図示省略）
が設けられており、その台座ベース２７の裏側（下側）に、図２に示すように、ＳＤカー
ド２１等の記憶媒体を挿入、あるいは引き抜き可能なように構成された着脱口２１ｓが設
けられている。
【００１９】
＜工具用バッテリ３０について＞
　工具用バッテリ３０は、図５に示すように、電動工具Ｍの電源として使用されるバッテ
リであり、フォトフレーム２０よりも大きな重量を有している。工具用バッテリ３０は、
図２、図３（Ｂ）に示すように、複数個のセル（図示省略）を収納する上部開放型のケー
ス本体部３２と、そのケース本体部３２の開口を塞ぐ蓋部３４とを備えている。ケース本
体部３２と蓋部３４とは平面略角形に形成されており、そのケース本体部３２に対して蓋
部３４が周方向に複数箇所でネジ止めされるように構成されている。
　前記工具用バッテリ３０の蓋部３４の上面には、図３（Ｂ）に示すように、その左右両
側にフォトフレーム２０の台座ベース２７との連結に使用されるスライドレール３６が前
後方向に延びるように形成されている。左右のスライドレール３６は、レール本体部３６
ｍと、そのレール本体部３６ｍの上側面から幅方向外側に一定寸法だけ突出する横方向突
条部３６ｔとから構成されている。そして、左右の横方向突条部３６ｔが、図４（Ａ）に
示すように、台座ベース２７に形成された左右の角溝２８ｍに嵌合可能なように構成され
ている。また、左右のスライドレール３６の基端部位置（前端位置）には、図３（Ｂ）に
示すように、ストッパ部３６ｕが形成されている。
【００２０】
　工具用バッテリ３０の蓋部３４の上面前部には、左右のスライドレール３６の間に、フ
ォトフレーム２０の端子部２９のプラス端子２９ｐ、マイナス端子２９ｎがスライド過程
でそれぞれ後方から挿入可能に構成された左案内スリット３７、右案内スリット３８が前
記スライドレール３６と平行に形成されている。そして、左案内スリット３７の内側に、
図４（Ｂ）に示すように、工具用バッテリ３０のプラス端子４３が配置されており、右案
内スリット３８の内側に工具用バッテリ３０のマイナス端子４４が配置されている。
【００２１】
＜工具用バッテリ３０とフォトフレーム２０との連結動作について＞
　工具用バッテリ３０とフォトフレーム２０とを連結させる場合には、先ず、図２に示す
ように、フォトフレーム２０の台座ベース２７に設けられた着脱口２１ｓにＳＤカード２
１等を挿入する。次に、工具用バッテリ３０のスライドレール３６の横方向突条部３６ｔ
に対してフォトフレーム２０の台座ベース２７の角溝２８ｍを前端部の位置で嵌合させる
。そして、この状態で前記台座ベース２７を工具用バッテリ３０に対して前方にスライド
させことで、前記台座ベース２７と工具用バッテリ３０とが機械的に連結される。さらに
、前記スライド過程でフォトフレーム２０のプラス端子２９ｐ、マイナス端子２９ｎがそ
れぞれ工具用バッテリ３０の左案内スリット３７、右案内スリット３８に挿入されて、図
４（Ｂ）に示すように、工具用バッテリ３０のプラス端子４３、マイナス端子４４の位置
まで導かれる。そして、前記台座ベース２７と工具用バッテリ３０との機械的な連結が完
了した状態で、フォトフレーム２０のプラス端子２９ｐ、マイナス端子２９ｎが工具用バ
ッテリ３０のプラス端子４３、マイナス端子４４と電気的に接続される（図１参照）。こ
の状態で、フォトフレーム２０の使用が可能になるとともに、フォトフレーム２０の台座
ベース２７の着脱口２１ｓは工具用バッテリ３０によって覆われるようになる。そして、
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フォトフレーム２０は支持台状の工具用バッテリ３０によって支持されるようになる。
　即ち、フォトフレーム２０の台座ベース２７が本発明のバッテリ連結部に相当する。
【００２２】
＜本実施形態に係るフォトフレームユニット１０の長所について＞
　本実施形態に係るフォトフレームユニット１０によると、フォトフレーム２０の台座ベ
ース２７は工具用バッテリ３０が連結できるように構成されているため、その台座ベース
２７を利用して工具用バッテリ３０をフォトフレーム２０に連結できるようになる。即ち
、工具用バッテリ３０をフォトフレーム２０（電動工具Ｍ以外の電気機器）の電源として
使用できるようになる。
　また、フォトフレーム２０と工具用バッテリ３０とが連結された状態で、その工具用バ
ッテリ３０が前記フォトフレーム２０の下側で露出し、そのフォトフレーム２０を台状に
支えるようになる。即ち、工具用バッテリ３０がフォトフレーム２０の支持台となるため
、前記フォトフレーム２０の支持機構が大掛かりにならない。
【００２３】
　また、フォトフレーム２０の重量が工具用バッテリ３０の重量よりも小さいため、フォ
トフレーム２０と工具用バッテリ３０とが連結された状態で、全体の重心は工具用バッテ
リ３０の位置にある。このため、工具用バッテリ３０によりフォトフレーム２０を安定し
た状態で支持できるようになる。
　また、フォトフレーム２０のモニタ部２２の周縁が緩衝材２３に覆われているため、フ
ォトフレーム２０の耐衝撃性が向上する。
　また、フォトフレーム２０におけるＳＤカード２１等の着脱口２１ｓは、フォトフレー
ム２０と工具用バッテリ３０とが連結された状態で、その工具用バッテリ３０によって覆
われるため、着脱口２１ｓにゴミや埃が入り難くなる。
【００２４】
＜変更例＞
　ここで、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲における変更が可能である。例えば、本実施形態では、電動工具以外の電気機器とし
てフォトフレーム２０を例示したが、図６に示すように、電気機器としてテレビ５０を使
用することも可能である。ここで、テレビ５０は、テレビ本体部５２と、そのテレビ本体
部５２の後側に設けられたバッテリ連結部５４とから側面略逆Ｌ字形に形成されている。
即ち、テレビ本体部５２の上面５２ｕとバッテリ連結部５４の上面５４ｕとは同じ高さ位
置にあり、そのテレビ本体部５２の高さ寸法がバッテリ連結部５４の高さ寸法の約２倍に
設定されている。また、テレビ５０の幅寸法は、工具用バッテリ３０の幅寸法とほぼ等し
い値に設定されており、テレビ５０のテレビ本体部５２の高さ寸法が工具用バッテリ３０
の高さ寸法とほぼ等しい値に設定されている。さらに、テレビ５０のバッテリ連結部５４
の長さ寸法（前後長）が工具用バッテリ３０の長さ寸法（前後長）とほぼ等しく設定され
ている。なお、テレビ５０のバッテリ連結部５４は、前述のフォトフレーム２０の台座ベ
ース２７と同様に、工具用バッテリ３０に対して水平スライドすることにより、機械的、
電気的に連結可能なように構成されている。
　このように、テレビ５０が、テレビ本体部５２とバッテリ連結部５４とにより側面略逆
Ｌ字形に形成されているため、そのテレビ５０が工具用バッテリ３０に連結された状態で
、テレビ本体部５２の下側突出部５２ｙが工具用バッテリ３０の上面よりも低い位置にあ
る。このため、テレビ５０と工具用バッテリ３０とが連結された状態における全体の高さ
寸法を下側突出部５２ｙの寸法分だけ低くすることが可能になり、全体の高さ寸法が工具
用バッテリ３０の高さ寸法の二倍よりも小さくできる。
【００２５】
　図７は、電動工具以外の電気機器の例としてノートパソコンタイプのテレビ６０を表し
たものである。テレビ６０は、扉状のモニタ部６２と、テレビ本体６４とから構成されて
いる。そして、テレビ本体６４の下側に工具用バッテリ３０が連結されるバッテリ連結部
６４ｘが設けられている。



(8) JP 2011-233409 A 2011.11.17

10

20

30

40

　図８は、電動工具以外の電気機器の例としてノートパソコンタイプのＤＶＤ／ブルーレ
イプレーヤ１６０を表したものである。ＤＶＤ／ブルーレイプレーヤ１６０は、扉状のモ
ニタ部１６２と、プレーヤ本体１６４とから構成されている。そして、プレーヤ本体１６
４の下側に工具用バッテリ３０が二台連結されるバッテリ連結部１６４ｙが設けられてい
る。
　図９は、電動工具以外の電気機器の例として放電式の虫よけ器６５を表したものである
。放電式の虫よけ器６５は、虫よけ器本体６６と、その虫よけ器本体６６の下側に設けら
れたバッテリ連結部６７とから構成されている。
　図１０は、電動工具以外の電気機器の例として缶コーヒＫ等を暖める保温器７０を表し
たものである。保温器７０は、上部開放式で湯を所定温度に保持する保温器本体７２と、
その保温器本体７２の下側に設けられたバッテリ連結部７４とから構成されている。なお
、保温器７０について例示したが保冷器であっても良い。
【００２６】
　図１１は、電動工具以外の電気機器の例として鉛筆削り器７５を表したものである。鉛
筆削り器７５は、鉛筆挿入口７６ｈを上面に備え、削り屑排出カップ７６ｚを下端側面に
備える削り器本体７６と、その削り器本体７６の下側に設けられたバッテリ連結部７７と
から構成されている。
　図１２は、電動工具以外の電気機器の例として音楽再生器８０を表したものである。音
楽再生器８０は、一対のスピーカ８２ｓとＣＤディスク等の記憶媒体挿入部８２ｍを備え
る再生器本体８２と、その再生器本体８２の下側に設けられたバッテリ連結部８４とから
構成されている。
　また、図１３は、本実施形態で説明したフォトフレーム２０、テレビ５０，６０、ＤＶ
Ｄ／ブルーレイプレーヤ１６０、虫よけ器６５、保温器７０、鉛筆削り器７５、及び音楽
再生器８０がそれぞれ工具用バッテリ３０を支持台としてテーブルＴの設置面Ｔｂ上に配
置された状態を表している。
　このように、本実施形態では電気機器の例としてフォトフレーム２０、テレビ５０，６
０、ＤＶＤ／ブルーレイプレーヤ１６０、虫よけ器６５、保温器７０、鉛筆削り器７５、
及び音楽再生器８０を示したがこれ以外の電気機器も使用可能である。例えば、ライト、
ラジオ、空気清浄機、扇風機、携帯電話等の充電器にも本発明を適用することが可能であ
る。
【符号の説明】
【００２７】
２０・・・・・フォトフレーム（電気機器）
２１・・・・・ＳＤカード（記憶媒体）
２１ｓ・・・・着脱口
２３・・・・・緩衝材
２７・・・・・台座ベース（バッテリ連結部）
３０・・・・・工具用バッテリ
５０・・・・・テレビ（電気機器）
５２ｙ・・・・下側突出部
５４・・・・・バッテリ連結部
６０・・・・・テレビ（電気機器）
６５・・・・・虫よけ器（電気機器）
７０・・・・・保温器（電気機器）
７５・・・・・鉛筆削り器（電気機器）
８０・・・・・音楽再生器（電気機器）
１６０・・・・ＤＶＤ／ブルーレイプレーヤ（電気機器）
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